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生
命
を
大
切
に
す
る
こ
と 

  
 
 
 
 
 

   
 
 
 
 
 
 
 
 

校
長 

吉
野 

明 

 

十
一
月
を
迎
え
、
各
地
か
ら
紅
葉
の
た
よ
り
が
聞
か
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。校
庭
の
木
々
も
う
っ
す
ら
と
色
づ
き
、

秋
を
実
感
す
る
こ
の
頃
で
す
。
本
校
の
教
育
へ
の
温
か
い
ご

支
援
、
い
つ
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

  

さ
て
、
十
月
後
半
か
ら
十
一
月
始
め
に
か
け
て
、
生
命
尊

重
週
間
が
位
置
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
生
命
を
尊
重
し
大
切

に
す
る
こ
と
は
、
い
つ
、
い
か
な
る
時
で
も
最
優
先
の
課
題

で
す
。
本
校
で
も
、
教
育
目
標
の
項
目
す
べ
て
の
根
底
に
あ

る
基
本
理
念
で
す
。
そ
し
て
、
今
年
ほ
ど
、
「
生
命
を
大
切

に
す
る
」
こ
と
を
意
識
し
た
年
も
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
千
年
に
一
度
と
言
わ
れ
る
東
日
本
大
震
災
が
、

そ
の
象
徴
的
な
出
来
事
で
し
た
。
二
万
人
も
の
死
者
・
行
方

不
明
者
。一
瞬
の
間
に
家
族
や
友
人
を
失
っ
た
衝
撃
や
恐
怖
。

筆
舌
に
尽
く
し
が
た
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。 

さ
て
小
学
校
の
教
育
の
中
で
は
、
直
接
的
に
生
命
の
大
切

さ
を
教
え
る
こ
と
と
同
時
に
、
人
間
を
大
切
に
す
る
と
い
う

幅
広
い
立
場
か
ら
指
導
を
進
め
て
い
ま
す
。 

 

ま
ず
、
自
分
の
生
命
は
自
分
で
守
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

生
命
尊
重
の
基
本
で
も
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
小
学
校
で
は
、

そ
こ
ま
で
の
強
い
意
志
や
判
断
力
が
培
わ
れ
て
い
る
と
は
限

り
ま
せ
ん
。教
師
が
事
例
を
紹
介
し
、保
護
者
や
地
域
の
方
々

の
支
援
を
受
け
な
が
ら
、
子
ど
も
は
、
自
立
し
、
自
分
へ
の

認
識
を
深
め
ま
す
。
災
害
時
の
避
難
、
防
災
・
防
犯
体
制
の

仕
組
み
、
地
域
の
助
け
合
い
の
様
子
な
ど
を
実
体
験
す
る
こ

と
で
、
自
分
の
判
断
力
や
意
志
決
定
能
力
を
高
め
ま
す
。
道

徳
や
学
校
活
動
な
ど
を
通
し
て
、
自
分
の
立
場
や
相
互
扶
助

な
ど
を
学
ぶ
こ
と
が
効
果
的
で
す
。 

 

ま
た
、 

他
の
人
の
生
命
も
大
事
に
す
る
と
い
う
視
点
も
欠

か
せ
ま
せ
ん
。
友
人
を
は
じ
め
、
周
囲
の
人
を
大
事
に
す
る

こ
と
も
生
命
尊
重
の
大
切
な
要
素
で
す
。
大
震
災
の
際
、
多

く
の
人
が
日
本
中
か
ら
東
北
の
被
災
地
へ
駆
け
つ
け
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
と
し
て
救
助
活
動
に
参
加
し
ま
し
た
。
現
地
に
行

け
な
く
て
も
、
で
き
る
こ
と
は
何
で
も
や
り
た
い
と
考
え
た

人
は
多
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
渋
谷
の
街
を
ふ
ら
つ
い
て
い

た
若
者
が
、福
島
へ
駆
け
つ
け
た
と
い
う
話
も
聞
き
ま
し
た
。

「
自
分
だ
け
じ
ゃ
な
い
。
み
ん
な
生
き
て
い
る
ん
だ
。
」
と

い
う
気
持
ち
は
、
日
本
の
す
べ
て
の
人
の
心
の
中
に
染
み
こ

ん
で
い
る
と
思
い
ま
す
。
本
校
で
も
、
朝
時
間
の
遊
び
や
水

曜
日
の
と
も
遊
び
、
生
活
科
や
特
別
活
動
な
ど
で
の
交
流
を

通
し
て
、
他
の
人
を
大
切
に
す
る
教
育
を
進
め
て
い
ま
す
。

大
事
に
す
る
、
親
切
に
す
る
、
助
け
合
う
教
育
は
重
要
な
生

命
尊
重
教
育
で
す
。 

 

さ
ら
に
、
生
命
を
大
切
に
す
る
に
は
、
健
全
な
社
会
生
活

を
営
む
こ
と
も
必
要
な
要
素
と
言
え
ま
す
。
人
間
と
し
て
、

社
会
生
活
を
充
実
し
円
滑
な
生
活
態
度
や
人
と
の
ふ
れ
あ
い

を
築
く
こ
と
が
、
生
命
尊
重
の
基
盤
と
も
思
い
ま
す
。
困
っ

て
い
る
人
が
あ
れ
ば
助
け
、
悩
ん
で
い
る
人
が
い
れ
ば
相
談

す
る
、
自
分
勝
手
を
押
さ
え
て
共
同
で
生
き
る
気
持
ち
を
育

て
る
。
こ
れ
こ
そ
生
命
尊
重
教
育
で
し
ょ
う
。 

 

十
一
月
五
日
に
は
、
学
校
公
開
日
の
中
で
道
徳
授
業
地
区

公
開
講
座
が
あ
り
ま
す
。
皆
様
方
に
生
命
尊
重
、
社
会
生
活

規
範
な
ど
を
考
え
て
い
た
だ
け
る
機
会
に
な
れ
ば
幸
い
で

す
。
大
震
災
を
は
じ
め
、
今
年
は
台
風
や
火
事
な
ど
生
命
を

脅
か
す
事
故
が
多
発
し
ま
し
た
。生
命
尊
重
週
間
を
通
し
て
、

本
校
で
も
教
育
内
容
を
反
省
し
振
り
返
る
よ
い
機
会
に
な
り

ま
す
。 

こ
の
頃
よ
く
言
わ
れ
ま
す
が
、
キ
ー
ワ
ー
ド
は
「
絆
」
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
学
校
教
育
で
「
絆
」
を
深
め
る
。
来
年
度

の
教
育
計
画
を
考
え
る
上
で
の
方
向
性
を
示
し
て
い
る
よ
う

で
す
。 

十
一
月
の
行
事
予
定 

 
×

・
・
放
課
後
遊
び
な
し 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

○校
・
・
校
庭
開
放
日 

二
日
（
水
） 

英
語
活
動 

三
日
（
木
） 

文
化
の
日 

五
日
（
土
） 

学
校
公
開
日
・
東
京
都
教
育
の
日 

道
徳
授
業
地
区
公
開
講
座 

 
 
 
×

 

六
日
（
日
） 

○校 

七
日
（
月
） 

振
替
休
業
日 

 
 

八
日
（
火
） 

避
難
訓
練
（
け
む
り
体
験
） 

 

六
年
二
組
以
外
午
前
授
業×

 
 
 

九
日
（
水
） 

就
学
時
健
康
診
断
（
午
前
授
業
）×

 
 
 

十
日
（
木
） 

安
全
指
導 

連
合
音
楽
会
（
四
年
）
○校 

 

十
一
日
（
金
） 

読
み
聞
か
せ 

十
二
日
（
土
） 

補
習
教
室 

十
三
日
（
日
） 

○校 

十
四
日
（
月
） 

委
員
会
活
動 

十
五
日
（
火
） 

移
動
教
室
前
健
康
診
断
（
五
年
） 

十
六
日
（
水
） 

伊
豆
高
原
移
動
教
室
始
（
五
年
） 

十
七
日
（
木
） 

○校 

十
八
日
（
金
） 

伊
豆
高
原
移
動
教
室
終
（
五
年
） 

二
十
日
（
日
） 

○校 

二
十
一
日
（
月
） 

学
芸
会
特
別
時
程
始 

ク
ラ
ブ
活
動 

二
十
二
日
（
火
） 

掃
除
な
し
時
程 

二
十
三
日
（
水
） 

勤
労
感
謝
の
日 

二
十
四
日
（
木
） 

○校 

二
十
五
日
（
金
） 

読
み
聞
か
せ 

施
設
利
用
者
会
議 

二
十
六
日
（
土
） 

嶺
町
文
化
セ
ン
タ
ー
祭
り 

二
十
七
日
（
日
） 

○校 

三
十
日
（
水
） 

午
前
授
業 

 
 
 
 
 
 
 
 
×

 

○
今
回
の
学
校
公
開
日
に
は
、
保
護
者
の
皆
様
に
授
業
評
価

を
行
っ
て
い
た
だ
く
予
定
で
す
。
当
日
ア
ン
ケ
ー
ト
を
配
布

し
ま
す
の
で
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。 
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六
年
生
よ
り 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

六
年
担
任 

 
 

本
多 

裕
太 

  

最
高
学
年
と  

し
て
ス
タ
ー
ト

し
、
七
ヶ
月
が

過
ぎ
ま
し
た
。

一
学
期
の
移
動

教
室
や
先
日
行

わ
れ
ま
し
た
運

動
会
と
大
き
な

行
事
を
立
派
に

や
り
遂
げ
る
こ

と
が
で
き
ま
し 

た
。
全
て
の
活
動
が
小
学
校
生
活
で
は
最
後
に
な
っ
て
し
ま

い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
は
、
最
後
に
な
る
の
を
寂
し
く
思
い

な
が
ら
も
、
最
高
の
思
い
出
を
作
ろ
う
と
頑
張
り
ま
し
た
。 

六
年
生
は
、
移
動
教
室
委
員
会
、
運
動
会
委
員
会
、
学
芸

会
委
員
会
、
卒
業
文
集
委
員
会
、
卒
業
ア
ル
バ
ム
委
員
会
に

わ
か
れ
、
全
員
が
活
動
の
中
心
に
な
り
進
め
て
い
ま
す
。
現

在
は
、
学
芸
会
委
員
会
が
演
目
を
話
し
合
い
、
全
体
に
提
案

し
て
、
先
日
演
目
が
決
定
し
ま
し
た
。
少
し
ず
つ
で
は
あ
り

ま
す
が
、
練
習
も
ス
タ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。
最
後
の
学
芸
会

を
、
六
年
生
全
員
が
協
力
し
、
一
つ
の
目
標
に
向
か
う
姿
は

と
て
も
頼
も
し
く
感
じ
ら
れ
ま
す
。 

 

小
学
校
生
活
も
残
り
、
半
分
を
き
り
ま
し
た
。
子
ど
も
た

ち
は
、
最
高
学
年
と
し
て
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
六
年
生
全
員

が
胸
を
張
っ
て
卒
業
し
、
自
信
を
も
っ
て
新
し
い
ス
タ
ー
ト

が
で
き
る
よ
う
精
一
杯
支
援
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
保
護
者
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。 

五
年
生
よ
り 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

五
年
担
任 

 

小
山 
 

徹 
 

秋
も
一
段
と
深
ま
り
、
過
ご
し
や
す
い
季
節
に
な
り
ま
し

た
。
休
み
時
間
や
放
課
後
の
校
庭
で
は
、
い
つ
も
五
年
生
の

子
ど
も
た
ち
の
元
気
い
っ
ぱ
い
の
姿
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

十
一
月
十
六
日
（
水
）
～
十
八
日
（
金
）
の
三
日
間
、
五

年
生
は
，
伊
豆
高
原
移
動
教
室
を
体
験
し
ま
す
。
行
程
一
日

目
は
、
グ
ラ
ン
パ
ル
公
園
で
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
等
の
施
設
で
活

動
し
、
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
ィ
ヤ
ー
も
行
い
ま
す
。
二
日
目
は
、

城
ヶ
崎
海
岸
の
ハ
イ
キ
ン
グ
、
大
室
山
の
頂
上
一
周
、
シ
ャ

ボ
テ
ン
公
園
の
見
学
に
行
き
ま
す
。
三
日
目
は
、
宿
泊
す
る

学
園
内
の
景
色
を
ス
ケ
ッ
チ
し
ま
す
。
休
み
時
間
の
話
題
に

も
移
動
教
室
の
こ
と
が
多
く
出
て
く
る
よ
う
に
な
り
、
子
ど

も
た
ち
が
楽
し
み
に
し
て
い
る
様
子
が
分
か
り
ま
す
。 
 

先
日
の
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で
、
班
編
成
と
係
分
担
を

行
い
、
準
備
が
本
格
的
に
始
ま
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
の
係

ご
と
の
話
し
合
い
や
準
備
で
は
、
指
示
さ
れ
た
こ
と
だ
け
を

進
め
る
の
で
は
な
く
、
リ
ー
ダ
ー
を
中
心
に
子
ど
も
た
ち
一

人
一
人
が
ア
イ
デ
ィ
ア
を
出
し
合
っ
て
主
体
的
に
活
動
で
き

る
よ
う
に
支
援
し
て
い
き
ま
す
。
移
動
教
室
に
は
、「
自
然
の

中
で
思
い
切
り
活
動
す
る
。楽
し
い
集
団
生
活
を
体
験
す
る
」

と
い
う
二
つ
の
ね
ら
い
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
ね
ら
い
を
達
成

す
る
た
め
に
は
、
自
分
の
役
割
を
自
覚
し
、
責
任
を
も
っ
て

行
動
す
る
こ
と
や
友
達
や
グ
ル
ー
プ
の
こ
と
を
考
え
て
行
動

す
る
こ
と
が
大
切
に
な
り
ま
す
。
今
回
の
移
動
教
室
で
、
伊

豆
高
原
の
宿
舎
建
て
替
え
の
た
め
閉
園
と
な
り
、
本
校
が
学

園
を
使
用
す
る
最
後
の
参
加
校
と
し
て
、
幕
を
閉
じ
ま
す
。

普
段
の
学
校
生
活
で
は
学
べ
な
い
こ
と
を
伊
豆
高
原
学
園
の

活
動
を
通
し
て
学
習
し
、
た
く
さ
ん
の
楽
し
い
思
い
出
を
作

り
、
友
情
を
深
め
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。        

 

学
校
公
開
日
・
道
徳
授
業
地
区
公
開
講
座
に
つ
い
て 

 

 

教
務
主
任 

白
神 

保 
 

 

学
校
で
は
、
保
護
者
の
方
に
学
校
に
足
を
運
ん
で
い
た
だ

き
、
子
ど
も
た
ち
の
様
子
を
見
て
い
た
だ
い
た
り
、
子
ど
も

た
ち
の
こ
と
に
つ
い
て
話
し
合
っ
た
り
す
る
機
会
を
多
く
設

け
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
運
動
会
、
学
芸
会
、
保
護
者
会
、

個
人
面
談
等
、
様
々
な
形
を
と
り
ま
す
が
、
子
ど
も
た
ち
の

普
段
の
学
校
生
活
の
様
子
を
見
て
い
た
だ
く
の
が
、
学
校
公

開
日(

授
業
参
観)

で
す
。
昨
年
度
か
ら
、
各
学
期
一
回
、
土

曜
日
に
学
校
公
開
を
行
い
、
毎
回
大
変
多
く
の
方
に
参
観
し

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。 

 

十
一
月
五
日
（
土
）
は
、
二
学
期
の
学
校
公
開
日
で
す
。

朝
か
ら
給
食
・
清
掃
を
含
め
五
校
時
ま
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま

す
の
で
、
多
数
の
地
域
・
保
護
者
の
方
々
の
ご
来
校
を
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。
保
護
者
の
皆
さ
ん
は
、
ご
自
分
の
お
子

さ
ん
の
学
級
だ
け
で
な
く
、
他
の
学
級
の
様
子
や
学
校
の
施

設
も
ご
覧
い
た
だ
け
る
よ
い
機
会
で
す
。
ど
う
ぞ
、
ご
自
由

に
ご
参
観
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
こ
の
日
に
は
、
全
学
級
に
お

い
て
、
道
徳
の
授
業
を
公
開
す
る
と
と
も
に
、
放
課
後
に
は
、

道
徳
授
業
地
区
公
開
講
座
と
し
て
、
大
田
家
庭
教
育
研
究
所

長
の
田
島
身
衣
子
先
生
を
お
招
き
し
て
、
講
演
会
を
予
定
し

て
い
ま
す
。
講
演
会
に

も
、
ふ
る

っ
て
ご
参

加
く
だ
さ

る
よ
う
お

願
い
し
ま

す
。 

3・４年 

多摩川がさがさ体験 

小さな生き物をさがして、課題

の追究につなげていきます。 

スクールサポーターによる 

6 年 薬物乱用防止教室 

自分の体は自分で守ることを強

く感じました 




